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採集並に飼育資料の検討による

スヂエビ Lea1zdertauci治則 (cleHAAN)の生態

嬬藤三 n¥s・山田書良IS
(~I:il子道犬a~J~~bm)水戸長官官j物署長差主宰}

An ecological study of Leω~dω• pWltculens (de HANN) 

obtained by artificial rearing and in nature. 

By 

SA.BURO SA.ITO and JURO YA.MADA 

緒論

足首屯|討に fil'.官、し{1.~も手リ mfi'1Wぬ2正;jv、故にスヂ

エピ Leanderpaucidens (de HAAN)の研究記録

は少たくない(茨城鯨ノドn，(;， 1926: 午FII.荒木，
19:"30 :松井・手11;JH"J，1935:秋IH，1952)。然し従

来の報;片I工事ら採集資料の統a lï't'~~制!llからの:tít 監fr

i'C f1司mし生態に附する也接の観察又ば賀験による
探求がなされていない。従って過設があったか去

忠われる。私共J工1ft泳iの統計的抗t~Jr í日I.IJCの誤り佐

補正せんが局に同一池内の自然蕃航f~il休の蒐築資

料の検討と枠内飼育による一定11111休についてがJ2

"1ミII!Jの直接観察による事賢から従来の報背と異な

る本踊の生態の-fAiを知りfった。訟に共の結果をと

純一~Il する。

材料

資料li4 x 4m・，7k深 0.7m.内外の 3池と幾
分向い時々 20x40m.の2質験i也に自然状態に恭

列{lしたものである。掘l抜地下水の流入池で緩徐に

扱水されフザモ Myrioρhyllumsp.ヱピモ Pota-

mogeton sp.カワホネ NuPharsp.アシ Phra-

gmites sp. が繁茂し天然j也市の性格を示しさちJfJ]

ぽ凍結す。酌芝生の甚だしい結:iKWI以外ぽj師寺網に

より，庄司g/J繁丹(U切にぽw:にプランクトンネットで

郡fi蝦をも採取した。更に 30x 30 x 100cm.の金網

張枠をと上主&池内に設置し50尾宛の雌，昨，雌雄同

!1&v 3 i河=をと 17ヶ月1m(1952， 5. 9 -1953， 10. 10) 
と5ヶJ1徐 (1953，4. 30ー 10.10)若干の抱卵雌

:jt下と左f!.(粉の投併ででii1J百し共のIlJl観察並びにiU!lJ誌

を椴続した。此の際の性ぽ第二腹Il-t内11その苅!:'l:t突

越の有無により医別し体kf.iflH詩後tまから足首j某

部迄とした。

1. 飼育資料による結果

飼育mlJJe故が保少(各消50足宛)であるので
共の測定数値 (Tab.1， Figs. 1， 2)ぽ必やしも本

日:の正椛友生態を示すとば断言したいが同-'1IM休

の連続した直接視察による次の訪問IIぽ疑い作たい

~JTJ主である。

1. 飼育常初(1952，5)の雌50尼f主体長1.60

r-' 3.15 cm.， -'/三均 2.31 cm. を， liff:は 1.G0 ~ 3.15 

cm. でえ部分 2.0~2.4cm. を示し共の他の体長の

ものは極めて僅少で、ある (Fig.1)。折るf本長ぽ12
3張飼育 mJ~fì (， 1三次 l!\lち 1952 (，1ミに舶化したものでな

いととを明示す。此の或る{Ri¥休が以後17ヶJJ以

上生存した~jf賢から 4ヰ紐ぽ渦・ 2/'1三以!'.生存すると

とはIlfJらかである。

2. 雌舵共に旺盛な成長ぽ蜘化翌年の 7，....，8

JJ /lH1r乙現われ此のIfIJにばIUU，![現象も屡々視察さ

れ， 10 nから 31，1ミnの3}jまで、ば殆んど成長v.t1'J 
Jf二LAt況して 3/，¥:11ぽ成←長が綬徐である (Tab.2， 
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Table 1. Number of individuals and sex ratio of materials ; 

Numbers bracketed and asterisked show the reared and spawned material日respectively.
Tbe reared mixture group of De巴.19日2is superior to that of Nov. in number. On this 
fact the writers perceived tbat it is due to the error in the measurement in November. 
For the es巴apeof reared male group from the corrosive part of net it was renewed on 
the 18th of September. 
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Sept. 18 
Oct. 25 
Nov. 19 
Dec. 12 
Jan. 23， 153 
Feb. 23 
Mar. 2 
Apr. 2 
Apr. 25 

May 8 
May 14 
May 27 
Jun. 12 
Jul. 2 
Aug. 

47 
22 (50) 
20 (26) 
(28) 
日(I7)

lFemale I Mixture I Sex ratio 

0.56 
(タ0) 0.33 
(36) 0.54 
(33) I 
(33) 0.79 

Male 

66 (27) I 37 (34) 
30 (26) I 28 (32) 
16 (20 128 (31) 
43 (20) I 29 (30) 
(20) I (24) 
(17) I (16) 
32 I 28 (15) 
43 I 32 (11) 
55 I 9 6器 l

25 
15 (] 0) 
28 
39 
24 
28 ( 8) 

Sept. 2 
Oct. 10 -12 

18 
12 ( 2) 

Total 618 

Fig. 2)。同一1!1.¥休のiWJ先による此の?政相tは木和の

成長に闘し信頼し作る。

3. 飼育絡末時には湖2ヶ"Fを経過した伺一育

1[l1!休が庄:卯しなかったととから浦2"1三でも産。!lせ

ねとともあると考・えられる。

4. 休長 3.05~3・45cm.，平均 3.21cm. の 31

足の産卵した雌ぽ 10月10A迄の飼育 1=1:1に全獄死

んだととは自然に於ても産卵後共の"1'.次 1:1:1にノた多

敢ぽ死ぬととを示す。

5. 第三腹fI抗~tt!:0~起の有無ぽ飼育?;竹刀のì\5 

nから 9}:J :i:で、のIIlHi鑓化がなかった。
以J:のclJi.資ぽ飼育保{lt二下の本加の生態で・ある

が[ilJitl~ r^J の自然棲息、11M休の統計(I'~検討に際し正搬

な1ff~断の助成主となナと同時にi信組し仰る生態のー

表現であるO

n. 採集せる自然資料による結果

1952 "1三4nから 1953"F.lO月まで，前年の 7

月，結五三Wlの1， 2月以夕刊手n採集した資"!の雌

Growtb p"riod 

(33) 
(31) 
(26) 
(27) 
(21) 
(I6) 
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Growth retained period 

1.14 
1.34 
6.11 

0.42 
0.19 
0.61 
0.78 
0.71 
1.75 

Spawning period 

0.47 
0.31 After spawning 

0.76 

14UJiJ1!，'，!休蚊及び¥1'1比 (Tab.1) ~ìí~ び、 rL1本長車Il成

(Fig. 1)ぽ!i;;d去に示す。

後述するように此の/I¥Jの採集資料ぽ大休刊一

年齢詳に臥すると，目、われるがそのうち 1952"1三4，

5，8 nに符られた資料rl:1の特別大型個体ぽ休長分
布から此の年齢併に属すとぼう伝え真jfぃので)JjjlFl三

均体長計算から除いIColI[Jち1952"['.4月の休長2.4

cm.以上の 6!i，f~:， 2.7 cm.以上の5雌， δnの2.7cm
以_1'.の 6雌， 8 nの 4.0cm.以上の 2雌を夫々除

いた月 jJIW!:~iJの千J勾休長ぽ/，'"f!去 (Tab. 2， Fig. 2) 

に示す。

1.成長

1952年 4月に始めて掠11-1された世時の千;均

体長及び分千lîのモ{ドぽ般に於 ~L 1.98cm.及び

2.lOcm.，雌に於て1.90cm.及び1.90cm.で雌堆

の体長に f:tMJ、持な売を認められない。しかし 6~

8 n IIUtlC雌河1:とも， q判'!nに乙雌ぽニ辺1
r月一:J22 日にぽ之斗千iドE均f休本長， 141: 2.52 cm. 雌 2.87cm. で



卯雌との伽If本車(から 6)0]yl旬がその最盛期lで8月

上旬に:産卵ぽ殆んど終るととが認められる。 EF:卯

ml及びそれ以後の成長についてばとの事貨を考慮

に入れる~がある。即ちヱ|三均体長ぽ雌月七とも 4 fJ

25 s， 5)] 8 r-l， 5月14f=Iと念、建に増大している

が，とれば多分生丹([活動に作なうfUtI支の結果でゑ

いかとZ与えられ， 5)0] 27日に至って21"均休長が減

少する'(Fig.2)のは体長分布から凡ても判る(Fig.

1)ように生州市到左iijEえた大引11'，1休の死亡による

ものとj目、われる。しかし8月以降も向此の年齢措
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・， natural male， X， natural female，ム， reared 
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が更に棺脱して探1じされるIjf.賢から生丹(fを絡えた

金引1，1休が死亡せやに克明i後も -':i\':~ぽ生き残って成

長を続けるか又ぽ何等かのJ'11'.111で--.昔日の1[/，1休V'r産

卵せぬで、ないかと;考えられる。 斯く考えると 5)]

下ilJf乙生殖的動左絡えて死亡したものと推定した

大{r;rHI川本山lち5H 14 日のfイリX:~分イliの 2.80cm. 以

!二の141:， 4.00 Cffi. 以 1二の雌ば来してとれまで~~ì-Lー

と見倣してきた年齢群に民しているのか，それと

もそれぽïiif乙同年の産卵IDJの初期!と後J~j とに殻生

したととによる主であろうか。とれまでの休長分

布広雌雄とも 2 モ {lfが認められない目l~ りさきの

疑問ぽ認め貫甘いが資料心不)止の1ftその時定ぽ本稿

では也2ける。

'0 
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ひ

Fig. 2. 

Apr.2 

Apr.2:ラ

May 14 

Ma.y 27 

~p.h2.-. 

Oct.10-12 
10 

Body 1ength (c!n.) ， 

Fig. 1. Erequency distribution of body length; 
white， male; black， female， 

1953 "'1三6)4以降8月までに勝化後iLりもないと
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2. 

休長分布(1:.於て大休 2.70cm.を境として雌維の

}\~が認められる (Fig. 1)。

8H以降の成長ば雌雄ともに殆んど伴JI::し，
冬を越して翌年5fJIL成熟し!宅卵期に入るO しか

し此のItHも雌ぼ伯:かに成長がよく，雨者・の休長分

布の:\fi:なりは次第にたく友り 5 月初to産卵J~II に

入って以後の休長ぽ(3cm.乞境として雌雄ば完全

に1ftなるととがない。

産卵については更に後述するが，抱卵雌ば

1953年 5pl 8 日に始めて採集され，抱Jjp雌と ~Iミ抱
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Date 

Table 2. Monthly calculated average of body length (significant level is 5%); 

Bra巴ketshows the reared materials. 

Male F示nale

Number of 1 Average of 1 Standard 1 Coefficient ! Num. of 1 Average of 1 Standard I Coeff. of 
spe巴imensI body length 1 d白viationlof variation 1 sp巴巴 bodylength 1 dev. I variation 

Jun. 10 20 (26) 

(28) 

cm 
1.98士0.05

2.00士0.24
(2.27) 

2.16土0.26
(2.21 ) 

(2.29) 

Apr・:19，'521 41 

May 10 22 (日0)

Ju1. 14 

Aug.22 

Sept.18 

Oct. 25 

Nov.19 

De巴. 12 

Jan. 23， Iう3
Feb 23 

Mar. 2 

Apr. 2 

Apr.25 

May 8 

May 14 

May 27 

Jun. 12 

Jul. 2 

Aug. 1 

Sept. 2 

Oct. 10-12 

55 (J 7) I 2.52土0.14
(2.45) 

66 (27) I 2.56土 0.12
(2.51 ) 

30 (26) I 2.53土 0.19
(2.53) 

16 (21) I 2.58土 0.28
(2.51 ) 

43 (20) I 2.59土 0.28
(2.51) 

(20) 

(J 7) 

(2.ち8)

(2.日9)

0.243 I 12.27 

0.246 I・ 12.30
79 

61 (50) 

cm 
1.90土 0.12

1.85土 0.15
(2.31) 

1.97士0.22
(2.50) 

(2.62) 

0.289 I 13.37 

0.252 

0.244 

0.261 

0.257 

0.142 

0.16'l 

0.207 

。.22ラ
0.187 

0.181 

0.159 

0.137 

0.145 

0.114 

0.213 

0.208 

思われる・砕泳H交の強育せぬ幼IJ、有:称蝦乞プランク

トンネットで咋架した (Fig.3， Tab. 3)。此の幼

小:fif;蝦ぽ弐第に採集されなくたり 9月以後ぽ全く

鷲見されなくなった。 9月以降採捕されなくたっ

たととはその成長の段附に沿いスの生態的挺、化に

よるものと忠われるので第3去の結県から此の幼

小干if'副知';6 )Jから 8)jにかけて殆んど成長しない

と結論するぽ訣りで寧ろとのmJlj\j~乙採集された:fif;

蝦の体長ぽ費生時JlJJli;異にする同じ成長以件?にb

32 I 2.63土0.15

43 I 2.51土 0.14
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28 2.62土0.t6

39 I 2.64土 0.12

24 I 2.61土0.17

28 (8) I 2.66土 0.14
(2.50) 

18 I 2.80土 0.24

12 (2) I 2.90土0.29
(2.10) 

37 (42) 

(39) 

10.00 I 68 (37) I 2.87士0.13
(2.83) 

9.53 I 37 (34) I 2.90土 0.20
(2.89) 

10.31 I 28 (32) I 3.00土 0.21
(2.92) 

9.96 I 28 (31) I 3.02土 0.23
(.2.86) 

5.48 I 29 (30) I 2.99土 0.22
(2.88) 

(24) 

(16) 

(2.93) 

(2.88) 

6.23 28 (15) I 3.13土 0.20
(3.03) 

32 (J 1) I 2.98土 0.19
(3.03) 

9 I 3.21士0.48

59 I 3.41土0.13

78 (8) I 3.55土 0.11
(2.93) 

46 I 1.37士0.15

50 I 3.38土0.11

34 I 3.3 [土 0.13

16 ('2) I 3.30土0.27
(3.05) 

38 I 3.38土 0.[8

39 ( 1) I 3.48土 0.15
(2.70) 

8.25 

8.75 

6.93 

6.31 

6.07 

5.19 

5.56 

4.29 

7.61 

7.17 

0.283 

0.343 

0.412 

0293 

0.363 

0.299 

0.333 

0.339 

0.251 

0.270 

0.361 

0.252 

0.251 

0.249 

0.131 

0.123 

0.244 

0.287 

0.206 

14.89 

18.54 

20.91 

10.21 

12.52 

9.97 

11.03 

11.34 

8.21 

9.06 

11.25 

7.39 

7.07 

7.39 

3.88 

3.72 

7.39 

8.49 

5.92 

る1[，'，¥休のそれ乞示すとユ与えるのが安常である。従

って立.~ 3 去から~JlffJ'，常時の体的主将J 5mm，たる

ととiJ>判断され，とれが約 2cm.にまで成長する

には前項に地べた成長紙態から約1年を要すると

忠われる。故に前年の ]952年 4Jjに採Hfをと始めた

時から一貫して観察の封稲となったi洋ぽその前年

の 1951/0¥三5けから 8月のIIIJK殻生したものであ

り，その成熟には渦2"¥ミ左要したことが判断され

る。更に産卵期後も生き洩る11占l休のあるととと産
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卯後J;:!~IJ jj，'.J1+:の死亡するとのゴヲえから本間の命

ぽ11~<Ì21，1'-以上31rj三までとされる。

Fig. 3. Floating larva without the swimming Ieg 
collected in June. 

*rJIlヲピ{乞於て 1952/'1と去 1953/，rの[1(]時1nJ(.4， 
~10 JJ)に;むいて，その分fJiのヰ11が全く呉なるた

見る (Fig.1)0 lt¥Jち前年の小型UlH主張I，f.にはたく

現われやs また後年の大手ri~Mf:tjjíÎ/'1三現われていち:

い。本来ならばi司ヒnで年によって異なる分布を
示すととばあり作ないのであるが之ぽ池の特殊性

i1'千によるものでイ，;:Hfが ùtの ì'Ù~ に十1:'.{~，j-るようにな

って，{l!-~ もな:c'ß t1::. 'I!~~!iしだし〆たのぼ比較(lJ lli:"l'-で，

然も渡生から成熟までii!l~2 !，l三を塁手ずるがi1ik!1:，日!)

Table 3. Larvae caught in 19日3; 
Dody length was mea日uredwith the aid of 
microm抗日r.

Date 引
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9 6 18 

4 ' ヲ 8 
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の琵生iiL lt[Jち矧の割前 dlが ~~~fl)没年に卵琵!J:.

をキ来りj必ず!1予であるとせば!向型炉l三に克明IJ殻生ずる

iilが此のilJ!.に入っていない，入っているにし、ても

初iく少JJ)立であること(1::.iI:山天lするものであろう。斯

く三与えれば光(1:司王j勾体長の戸J~~C(τ 除外した少j刷1M

f本が.lftの)5Uの!主卵官主:'::I::.ii'(，(¥ζJ必ずるものに他ならな
い。以 i二の iLJ!.の特殊'l't絡が本FfJ~v)~trmの il\!IIJJ{，三得

易ならしめた2・5与えられる。
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Fig. 4. Number of individuaIs of the spawned 

(white) and di日spawned(hatchingJ females caught 

in the p巴riodfrom May 8th to Aug. 1st in 19'53 

and their frequen巴ydistribution of body length. 
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3・ 1亨:卯

抱卵雌ぽ1953"1三5n 8 f:H乙始めて探集され，
j772卯Jjた態Jlllち抱卵雌と非抱.!jjJ雌の似体故及びその

休長分イii(Fig.羽生lリjらかにする1.f&5月にば特に

3回咋集を行った。 5月8fl~1宗主nされた 59 雌の

うち抱卵雌[ぽ34J毛であるが， 6 JJ 12日ぽ 50尾の

うち抱卵していない111i¥休ぽ刊iかに 1足で、ffi.!jIJJt:)1ぽ

5 JLJ:.1IH1:Miまり 6月rl'10 15:そのib凶器~mであると

と乞示している。 8)jに入ると 16足r]，2尾が抱

卯しているに止まり産卵の終j引を示す。 iAiilli卯が

大石，~の此k 4.4cm.の雌から始まり， IlIr1;;7'く小型!の

が;小 3.0cm.の雌(1:;及ぶとと，及び5H 14Hと

5 n 27 EIの体長車1I.成を比較して大型の雌が減少
しているととがわかり (Fig. 4¥ との主主主から荷な

にも地べたように毘卯者三絡えたた型炉l休が死亡す

るととカ':Ji~~さされる。

抱卵!肢と体重iとの|掛{系ぽ 1341[1，1休についての

計iWJによればドW1すには附々出*JMI"・J:f打開 (Fig.5)が
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R巴lationbetween number of eggs and 
body weight in gram. 

認められ， gP1故Eと休IRW (gr.)とのfllJには

E= 16.64 + 105.30 W 
なる同 ~L， Ií)Î科斗にが成~\'r: し，その*I~閥1系!民cr = 0.799 

である。

4. 'i" 1:比及び::.~!;の i\i!\\換の検討

'i'1J:[ニぽH:JJ著しく坊主hし (Tab.1)，その貨態

ば締め得たいが全体として雌が雄より多く採主Iiさ

れ，総計ーでは 0.76を示す。 u，Hすべきは 1952"1三4

)Jから1，1]"1ミ8Hまでの成長期!と 1953"1'.5 n以降
の産卵期!及び、産卯後期lには 1953"1三8}Jの1例以

タH.t雌が対[;上りも多く， 1952 "I~ 9 JJ から g，~"F4 H 

(1:王る成長十~ì\I~J~1には 1952"1三11Hの1例を除い

て河j~が雌よりも多く現われているととである、と

のととは各)glにIよる雌雌の生態(1り先兵:Ic[l百示して

いるように思われる。

スヂエピが従来多くの Pandalussp，に見ら

れたように性特換をと行うか否かは不Ilfjとされてい

る。 筆者等ぽ体長分布から見て， ~{，i L-'i'~[J(~\ t負・泊三1r

われるとすればHH の雌河iブミ々の休k~戎から河!れ

て，対tについてはtf'!j:に大きな1![lち雌の休長岐に入

る11M休，雌については特に小さなμ[lち枇の体長坊

に入る11M休の生研fi51に異常が児られるものとの考

えからさ欠の3111il1*μiJち 1952"1三12H 12日の3.08
cm.p~t， 1953"1~ 4 }J 25日の 2.80cm.附LFil"l三6

n 12 [=1の3.35cm.JR(tについて生殖誕の切)¥‘によ
る視察を行った。向日11に平均体長去の侃742の小さ

い1!!t~と示す正常な雌li.jt1引1，1体づつについても観察

した。その結県第二H立肢の形態によって判別され

1âl:1士夫々正常な性の生有{L~!の形態を示し，崎県

卯の如きぽ見出されなかった。此のr~]l芭 (1['.'ついて

は多数の伽l休について中11締串(I'JU~~乏でを行わなかっ

たので附言ぽ挫ける。

丞三= ・呈圭・
'1ロ冒

天然採集資料の検討と同池内に於ける枠内飼

育による -.~11"，1休に就いての也J克翻祭とに依る本

研究から次の結県を得た。向上じ肢の局に従来の本

Hij{，ぇびに近似却を合めた~ij~古を:並記するの

1. 産卵は 5rH:JJ1iJにうbや大型111i¥休 (4.4cm.) 

に始まり，グCいで、;11¥'1共ノj、型1IIil休の庄:卯が見られ8

nに小型雌 (3.0cm.) 、に絡る。そのlüt~~在期は 6):]

1]'旬に現われる。

午rn.荒木(1930)ば大川湖町ii'f'に於て一本簡の
汗:卯mlを6rJJ二'IIJから 8}ーJJ-.'IIJとなし，高木(194G)

ばわ;ti炎7J，¥，:fifi:，ヌカヱピ Paraiyacomρressa im-

ρrovisa KEMP ぽ 4~ 8 nnuなりと報じ，梶，Vb
(1 949) ぽ精細なB~卵子?ぞ11の視察から午耐水町，
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Leanderρacijicus STIMPSOn r~t 4 n '-r 10から 9
月中旬にJ-j，ると言己し，升二J:，(1949， 1952)ばスデエ

ピモドキ L.serrifer STIMPSONに就いて 7，8n 
をii坊をとする 4~10 n/IIIを産卵PJJ となし然も ~t

の1m(1: 1伽l休 2国産卵し日Aつ前化した年の 8，

)j I!IJち湖5ヶnで産卵するとしている。
2. Vi貯化後暫時汗:悦生加をどなし， Ul11-々体長6

mm.前後に於て鑓態するものの主J1く考えられ6)j

I:Hoから 4mm. 内外の幼ノJ'l1f~蝦がプランクトン

ネットに入り 9月頃にば全く採集されなくなる。

翌手伝5Hμ11ち生後満1"1ミにヱ|三均体長雌雄共に略々

2.0cm.に成長し以後6Hから 8月IHJに念漣に成

長し此の際般に比し雌の成長著しい故に 8月下

10には大休体長 2.7cm.を境として雌雄ぽ略々匝

別されるに至る。以後耐性共に成長は殆んど梓惜

し第2回目の越冬に入る。然し此の/J!1も雌ぽi4tよ

り儲かに成長良く第3年fIJl[lち蜘イヒ後渦251ミの 5

月初11)の成熟以後ぽ 3.0cm.を境として雌持1:の休

長は完全に分離する。産卵後ん型1fi.jfiえは死亡する

が向相世主主の生存11/，1休の存在が考えられ古命は湖

21Y.以上3年に亘る。

午IIj.荒木(1930)ぽ本砧がi鵡2''1三にて産卯し，

i繭311三迄ぽ生存せざるものの主nしと報じ，松井・

和:Jl内(1937)ぽ十和[I:J湖にて1'1'I性の休長が完全に1

4.5cm.を境として分離するを記しているが高木

(1946)が指摘しているように生熟11/，¥休の範時内で

のととであろう。又松井・不11;1/二内ぽ 1ヶ年で成熟

するもののようで産卵後も生き残るらしいととをと

暗示している O 大山・安問 (1942)ぼ断水油，モエ

'ピ Metaρfmaeusaffinis (MILNE-EDW ARDS)に産

卵後越年するは特1)\~ ， ~~í~命は湖 1 ヶ年と報じ，尚

*(1946)ばヌカエビに就いて雌が雄よりえなるぽ

4~8 月Il!Jの生時{U~Jのみでv冬期の 2， 3， 12月は反

封に雌ぽ雄より小さく成長期!の 9~11 月/1MぽドHtl:

に体長の差を認められや 9 月(1: *i~蝦が現われ 11

H迄成長し12Flから翌布3Jjまで成長停止， 4月

刊ぴ成長を始め 6月の大規模産卵期に主り成長停

止し生前後即ち 9月前に死し;志命ぽ渦HI三として

いる。 jI'. J~.(1949， 1952)ぽスヂエピモドキに就い

てii?に般ぽ雌より小さく f'14'I~tば夫々成長期左-g~~/1乙

ナるを報じ日宇つ渦・1ヶ年の生イ子を推定し産卵期をと

4~10 月と推測して1O~11 nに稚蝦の11¥現を報

じている。高木の 9H 11:現われる羽[退院，井上の 10

~11 nに現われる稚蝦ぽ夫々の産卵WJから見て
相首成長したものであろう。久保(1951)ぽ本位の

".主命をモエビ，スヂヱピモドキ，ヌカエピ(~ft; と jさ

にi的・1ヶ(，1ミとされていると記長!1している O 、

3. 抱卵主主E と体主 W(gr.)とのliI/には略
々直線的相闘が認められ，相関係数7ニ 0.799なる

E = 16.64+ 105.30 W が成立す。

午E11.荒木(1931)ぽ 1尾産卵故を 200粒内外

とたし，松井・荊1)1:内(1937)ぽ休長と正比例しで

抱JjjJ~故が増加するを夫々本世について認めてい

る。

4. 性比並びに'I{[;のi¥i'-!f.換の有無に闘しては本

稿に於ては雌言ぽ避けるが'i:'t比ぽ生態的に兵士主る

期に於て一定の質化傾向乞示すように考えられ'I~l:

の粋投・f:t行われたいかと考えられる。

性比に閲して松井・不荊和lけIけ叫叫j升井|ド:内(は19凶37刊)ば~極につ

さきet浅草丹月所所再庁j'で、tは玄i雌世に上比七uしノl14在uぼ3工:1i初似1占μb抵iく少なく 然もも干入え4?部iぷ日去分〉の
雌ぽ抱g明卯13しい，i深当架空皮を乞榊沖7ナと対矧雄i主二は相常主哨合加しし，雌の抱
卯互葬F

ばモエビのM雄仁幻Jぽ3工:附雌tより 1午f件-く成主為し日‘つ成裂熟H作俳例F杯同，1休日1
現W)HHが長いととをと報じている。高木(1946)ばヌ

カヱピに就いて産卵と闘挫しでI{E.比が鑓化し枇ば

産卵初期に多く産卵盛期!に減少し産担IlJtl)以外には

雌より材j々 少ないとしている。

以 kの女nくスデヱピぽ異地的イ時三1'1:により生態
を具にするものなるかの女nく従来の結県は互似凶
々で今回の者:者専の報:与も亦或る同1に於ては4干し

く異なるXVI'結果Jx.:抗供した。ただ:汗有ぞ加工従来の

統計的地11{i.からの;j:tf~断に1lIにイ11J噌;かの 1立接WDl察を

並依して従来の匝々たる結」↓ミをと ~ij.検討する袈ある

と考える。
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Resume 

As Leander ρaucidens (de HAAN) is common and valuable， its ecological study has been 
done many (Fisheries station of lbaragi Prefecture， 1926; HANDA and ARAKI， 1930; MATSUI 
and WAINAI， 1935; AKITA， 1952)， but these studies merely the statistical. ln our present 

study， not only the statistical inference based on the natur・almaterial from the ponds of our 
university but the reared material in the same pond was also used. The laUer method 

was proved effective for the right statistical study. 

First， the individuals of the largest grade， 4.4cm. in加dylength， begin to set for the 

spawning early in May; then the spawning appears gradually in the smaller shrimps while 

it finishes in the riped smallest females， about 3 cm. in body length， that is in the first decade 
of August. ln middle June it is most prime (Fig. 4). After the hatching， the larvae without 
the swimming leg (Fig. 3)， 4 mm. in body length， f!O:lt fo:， a while and metamocphose at the 
stage of 6 mm. in len只th. They are collected with the plankton net from the middle of 

June to September (Tab. 3). ln May of next year， all shrimp of one year grows a1::out 2.0 cm. 
in length， then they grow rapidly from June to August， especially growth of the female is 
more conspicuous. than that of the male， and so， in the latter part of August females can be 

distin日uishedroughly frρm males with their body length (Figs. 1， 2， Tab. 2). Next， the 
growth of both sexes ret品rdsstrongly and the 2 nd hibernate condition continues until the 

acitve season of Spring ii1 the 3rd year. All riped females of two years old in early in May 

of the 3rd year grow above 3 cm. and di妊erdistinctly from the male with its body length 

(Fig. 1). After the spawning the individuals of the largest grade may die tut it can be 

assumed that there are considerable survivors. A linear correlation between the egg-numbe:c 

(E) and the body weight (W足r.)exists， and its formula is E= 16.64+105.30 W; correlation 
coefficient， r is 0.799 (Fig. 5). The sex-ratio has a certain tendency. correlating with the 
ecological seasons (Tab. 1)， but the writers at present can not decide it. The sex-reversal， 
which has been reported to be common in Pandalu5 may not occur in this species. 


